
三位一体主日(2020年 6月 7日) 

 

特祷 

永遠にいます全能の神よ、あなたは僕らに恵みを与え、まことの信

仰をもって、栄光ある三位一体の神をあがめることができるようにして

くださいました。どうかこの信仰に堅く立って生き、すべての災いに打ち

勝つことができますように、父と聖霊と共に一体であって世々にいき支

配しておられる主イエス・キリストによってお願いいたします。アーメン 

 

旧約聖書  創世記 1:1-2:3 

初めに、神は天地を創造された。地は混沌であって、闇が深淵の面

にあり、神の霊が水の面を動いていた。神は言われた。｢光あれ。」こう

して、光があった。神は光を見て、良しとされた。神は光と闇を分け、

光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。第一の日

である。神は言われた。｢水の中に大空あれ。水と水を分けよ。」神は

大空を造り、大空の下と大空の上に水を分けさせられた。そのようにな

った。神は大空を天と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。第二の日で

ある。神は言われた。｢天の下の水は一つ所に集まれ。乾いた所が現

れよ。」そのようになった。神は乾いた所を地と呼び、水の集まった所を

海と呼ばれた。神はこれを見て、良しとされた。神は言われた。｢地は

草を芽生えさせよ。種を持つ草と、それぞれの種を持つ実をつける果

樹を、地に芽生えさせよ。」そのようになった。地は草を芽生えさせ、そ

れぞれの種を持つ草と、それぞれの種を持つ実をつける木を芽生えさ



せた。神はこれを見て、良しとされた。夕べがあり、朝があった。第三の

日である。神は言われた。｢天の大空に光る物があって、昼と夜を分

け、季節のしるし、日や年のしるしとなれ。天の大空に光る物があっ

て、地を照らせ。」そのようになった。神は二つの大きな光る物と星を

造り、大きな方に昼を治めさせ、小さな方に夜を治めさせられた。神は

それらを天の大空に置いて、地を照らさせ、昼と夜を治めさせ、光と闇

を分けさせられた。神はこれを見て、良しとされた。夕べがあり、朝が

あった。第四の日である。神は言われた。｢生き物が水の中に群がれ。

鳥は地の上、天の大空の面を飛べ。」神は水に群がるもの、すなわち

大きな怪物、うごめく生き物をそれぞれに、また、翼ある鳥をそれぞれ

に創造された。神はこれを見て、良しとされた。神はそれらのものを祝

福して言われた。｢産めよ、増えよ、海の水に満ちよ。鳥は地の上に増

えよ。」夕べがあり、朝があった。第五の日である。神は言われた。｢地

は、それぞれの生き物を産み出せ。家畜、這うもの、地の獣をそれぞ

れに産み出せ。」そのようになった。神はそれぞれの地の獣、それぞれ

の家畜、それぞれの土を這うものを造られた。神はこれを見て、良しと

された。神は言われた。｢我々にかたどり、我々に似せて、人を造ろう。

そして海の魚、空の鳥、家畜、地の獣、地を這うものすべてを支配させ

よう。」神は御自分にかたどって人を創造された。神にかたどって創造

された。男と女に創造された。神は彼らを祝福して言われた。｢産めよ、

増えよ、地に満ちて地を従わせよ。海の魚、空の鳥、地の上を這う生き

物をすべて支配せよ。」神は言われた。｢見よ、全地に生える、種を持

つ草と種を持つ実をつける木を、すべてあなたたちに与えよう。それが



あなたたちの食べ物となる。地の獣、空の鳥、地を這うものなど、すべ

て命あるものにはあらゆる青草を食べさせよう。」そのようになった。神

はお造りになったすべてのものを御覧になった。見よ、それは極めて良

かった。夕べがあり、朝があった。第六の日である。天地万物は完成さ

れた。第七の日に、神は御自分の仕事を完成され、第七の日に、神は

御自分の仕事を離れ、安息なさった。この日に神はすべての創造の仕

事を離れ、安息なさったので、第七の日を神は祝福し、聖別された。 

 

詩篇 第 １５０ 篇 

１ ハレルヤ、聖所におられる神をたたえよ∥ 力みなぎる大空におら

れる神をたたえよ 

２ その力あるみ業のゆえに神をたたえよ∥ その偉大さのゆえに神を

たたえよ 

３ 角笛を吹いて神をたたえよ∥
 

 琴を弾き、竪琴を奏でて神をたたえ

よ 

４ 鼓と舞を合わせて神をたたえよ∥ 弦をかき鳴らし、笛を吹いて神

をたたえよ 

５ 高鳴るシンバルで神をたたえよ∥ 鳴り響くシンバルで神をたたえよ 

６ 息あるすべてのものは主をたたえよ∥ ハレルヤ 

 

使徒書 コリントの信徒への手紙二 13:5-13 

信仰を持って生きているかどうか自分を反省し、自分を吟味しなさ

い。あなたがたは自分自身のことが分からないのですか。イエス・キリ



ストがあなたがたの内におられることが。あなたがたが失格者なら別で

すが……。わたしたちが失格者でないことを、あなたがたが知るように

と願っています。わたしたちは、あなたがたがどんな悪も行わないよう

にと、神に祈っています。それはわたしたちが、適格者と見なされたい

からではなく、たとえ失格者と見えようとも、あなたがたが善を行うため

なのです。わたしたちは、何事も真理に逆らってはできませんが、真理

のためならばできます。わたしたちは自分が弱くても、あなたがたが強

ければ喜びます。あなたがたが完全な者になることをも、わたしたちは

祈っています。遠くにいてこのようなことを書き送るのは、わたしがそち

らに行ったとき、壊すためではなく造り上げるために主がお与えくださっ

た権威によって、厳しい態度をとらなくても済むようにするためです。終

わりに、兄弟たち、喜びなさい。完全な者になりなさい。励まし合いなさ

い。思いを一つにしなさい。平和を保ちなさい。そうすれば、愛と平和

の神があなたがたと共にいてくださいます。聖なる口づけによって互い

に挨拶を交わしなさい。すべての聖なる者があなたがたによろしくとの

ことです。主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなた

がた一同と共にあるように。 

 

福音書   マタイによる福音書 28:16-20 

さて、十一人の弟子たちはガリラヤに行き、イエス
 

が指示しておかれ

た山に登った。そして、イエスに会い、ひれ伏した。しかし、疑う者もい

た。イエスは、近寄って来て言われた。「わたしは天と地の一切の権能

を授かっている。だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの



弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、あなた

がたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の

終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。」 

 

代祷 

地球環境のために祈る日：2020年 6月 7日   

天地万物を創造された主よ。あなたは、すべてのものを造られ、そ

れらをご覧 になり『よし』とされ、祝福されました。そして、その管理を

わたしたち人間に委ねられました。しかし、東京電力福島第一原子力

発電所による災害が示すように、わたしたちはあなたのご命令にそむ

き、自らの欲望を満たすために自 然環境を乱用し、破壊さえしていま

す。今、そのことの故に世界中の多くの人々が苦しんでいます。どうか

わたしたちがあなたのご命令に立ち帰り、あなたに よって与えられた

自然環境を大切に保全し、後の世代のために残すことができますよう

に。また、原子力発電所による災害など、環境破壊の被害者の苦しみ

を取り除き、わたしたちの生活を変え、自然と共に生きることができま

すように。そして、自然を通じてあなたが現されるご栄光を仰ぎ見るこ

とができるようにしてください。主イエス・キリストによってお願いいたしま

す。アーメン 

 

〇 メキシコ聖公会、フランシスコ・モレノ総裁主教（北メキシコ教区

主教）のため 

〇 新型コロナウイルス感染症に苦しむ人々のために、また新型コロ

ナウイルス感染症が一日も早く終息されますように 



〇 東京教区中高生世代活動のため 

〇 東京聖三一教会の週報・事務担当のため 

 東京聖三一教会の｢聖書を読む会｣のため 

〇 病床にある方々のため 

 


